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⻘春の物語をつむぐ場所。

理念



⽀援⽅針



物語を
つむぐ
居場所

⼦どものサードプレイス（第３の居場所）としての役割を果たします。

ドッグセラピー

環境が与える影響（アフォーダンス）

才能の発掘（エレメントの法則）

仲間の間での相互作⽤

をベースにした居場所を提供します。



⽀援
プロセス

①初回アセスメント・・・
⼦どもが置かれている現在
の状況、⼦どもの実態を把
握し、保護者と今後の⽀援
⽅針についてじっくりと話
し合います。

②個別⽀援計画の作成・・・ かけるでは「個別
⽀援計画案」という選択肢式のチェック表を配布
し、保護者と⼦どもが次の6ヶ⽉間で挑戦したいこ
とを３点まで選べる⽅式を採⽤しています。個別
⽀援計画はアセスメントシートと個別⽀援計画案
を⼟台に作成します。

③⽀援の提供・・・ ⼦どもが様々な体験や他者
との関わりをとおして⽣きる出来事は、毎⽇の何
気ない⽣活のなかでつむがれていく物語です。か
けるでは、それぞれの個別の⽬標や課題を設定し
ながらも、この物語をかけるをとおして出会った
仲間、保護者様、職員の間で共有していくことを
⼤切にしています。ご本⼈が課題としていること
や、得意としていることに合わせて⽀援の⽅法を
職員間で話し合い、他者との関わりが増え、⾃分
に⾃信がつくように援助します。

④モニタリング・・・ 6ヶ⽉間の利⽤を経て
保護者と⾯談を⾏い、次の半年の⽅針を話し合
います。⽇々の取り組みとして、職員ミーティ
ングや⽀援記録を活⽤して、⼦どもの⾏動や⾔
動、情動の変化を注意深く観察し、個別⽀援計
画に対する形成的な評価を⾏います。⼦どもの
困りごと（いわゆる課題）の理由を考えること、
そして得意なもの、成⻑過程にあるものを伸ば
してあげることが重要になります。





⽀援内容

5領域 内容

本
⼈
⽀
援

健康・⽣活 ⽣活リズムの構築、バランスの取れた⾷事、⻭科検診、余暇活動、散歩、⾝
辺整理、メンタルケア

運動・感覚 デザインを意識したイラストやポスターによる伝達、お菓⼦作り、⾳楽療法、
デザイン、運動公園・体育館へのお出かけ

認知・⾏動 ⾔葉・概念の理解、時間・流れの理解、感情の理解、グループワーク、道具
の使い⽅、⽂章の読解、お⾦の計算

⾔語・
コミュニケーション

ドッグセラピー、サークル対話（⾃分の気持ち、趣味、考えを表現・共有）
地域の⼈との関わり（余暇活動、散歩の際など）、地理研究会（異⽂化との
接触、他⾔語への興味・関⼼）

⼈間関係・社会性

ドッグセラピー、サークル対話（⼀⼈ひとりが尊重され、⼀⼈ひとりがグ
ループに貢献する）、クッキング、お⼿伝いなど諸活動における役割分担、
講師や地域の⼈、来訪者との関わり



内容

家
族
⽀
援

・本⼈の特性にあった⽣活⽅法・学習⽅法の探索（家族、学校、かけるの三者で連携）
・就学⽀援
・家庭⽣活、⼈間関係に関する相談・助⾔
・きょうだいを含めての相談援助
必要に応じて、居宅訪問、事業所、その他の場所での相談の実施
・サードプレイスとして安⼼して過ごすことを⾜台に、⾼校進学への援助、得意なこと、挑戦してみた
いことへの協⼒、機会の提供。
・関係機関と連携をとりながら社会⽣活への段階的な移⾏。同年齢の児童と関わることのできる機会の
提供。

移
⾏
⽀
援

地
域
連
携

・その道の専⾨家を講師として招く（陶芸、フラワーアレンジ、異⽂化交流、プロの⾳楽家など）
・学校関係者、スクールソーシャルワーカー、訪問看護ステーション、相談⽀援専⾨員との連携
・不登校児の出席認定（教育委員会）

職
員
の
質
の
向
上

・研修に関する情報共有と機会の提供
・個別の⽀援に関する協議を定期的に実施
・観察の視点、⽀援の視点の育成
・活動のための事前準備、教材研究



イベント

いきもの
学校 オトナかけるの⽇

ビリヤード教室

乗⾺体験

たこやきパーティー

秋祭り

クリスマス会

三段峡ハイキング

三滝寺ハイキング

極楽寺⼭BBQ

尾道観光・ラ
ーメン

雪あそび

かける運動会

ダーツ⼤会

牧場

登⼭

しまなみ街道

映画館

ボーリング

焼⾁
かけるどこいく

かけるどこいく

かけるどこいく

かけるどこいく

かけるどこいく

陶芸教室

⼯場⾒学

コンサート

⽔族館

宮島遠⾜
オープンキャンパス

⾼校体験授業


